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【研究の背景・目的・内容】 

 日本では、出生率の低下が深刻な社会問題となっている一方で、低出生体重児の出生率は、1980年代から増

加傾向にあり、2005年頃から9％台中盤で横ばい状態が続いている。また、医療の進歩により、出生体重

1500g未満の極低出生体重児の出生率も同様に増加してきている。しかし、日本における極低出生体重児の発

達過程等についての実証的データは少ないため、全国周産期ネットワークにおける一施設で1997年度より極

低出生体重児の発達研究を行ってきた。2016年度からは、個別事例への臨床相談支援を行っている。 

主な研究内容は、修正１歳6ヶ月、３歳、６歳、９歳、１４歳の時点での発達状況について、発達（知能）検査や質

問紙調査、保護者や子どもに関わる多職種からの情報収集等によって縦断的データを収集し、分析を行ってき

た。その結果、極低出生体重児は、心身ともに乳児期前半の発達は遅れが目立つが、２～３歳にかけて大きく伸

び、５歳頃までに一般児の平均に収束していくこと、学童期以降に明らかになる発達上の問題等もあることから

長期的なフォローアップが必要であること、保護者は、特に発達初期において育児不安や育児困難感をもちや

すいため保護者支援が重要であること、などが明らかにされた。 

  

【応用例、研究の展望】 

極低出生体重児が入園している保育園に対して全国的な調査を行ったところ、入園している極低出生体重児

の約半数近くが乳児期から入所していること、極低出生体重児は、成長・発達の遅れから個別対応が必要とされ

ていること等が明らかにされた。その調査から約20年が経過しており、現在はもっと多くの割合の極低出生体

重児が保育園入園している可能性があるため、それらの子どもたちの保育園生活の現状と課題等を明らかにす

るとともに支援のあり方を検討する必要があると考えている。 
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・小野鈴奈・安藤朗子「極低出生体重児とその保護者を対象とした親子プログラムの取り組み―多職種による退

院後の早期支援の中での保育士の役割－」医療と保育18（181）、p.18-31、2020年 

・安藤朗子「極低出生体重児のフォローアップから」 子育て支援と心理臨床12、p.52-56 2016年 
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